
PlaTTによる Backstage 導入の�つのメリット

セルフサービス化のプラットフォームとしてデファクトスタンダードになりつつある「Backstage」。
そのBackstageのマネージド・サービスで、PlaTTシリーズの根幹となります。
Backstageはカスタマイズ可能な範囲も広く、生産性向上に激的な効果をもたらしますが、その分高度な技術が求められま
す。また、日々の運用保守にも手間が掛かりますが、PlaTT　BASEはそのような課題を解決し、開発生産性を向上させます。

PlaTTシリーズの根幹となる、Backstageのマネージドサービス

①容易な導入と保守作業の簡略化
申込みから最短「1日」での導入が可能*
バージョンアップやモジュール脆弱性対応もマネージドサービスなので
考慮不要。
※GitHubとの連携が必須のため、事前にお客様にて準備が必須です。

③マルチクラウドへの対応
Software TemplateとCatalogを活用することで、主要マルチクラウド
へのデプロイテンプレートやライブラリなどの構成を一元管理可能。

②Pluginによる機能拡張
OpenAIを活用した弊社独自のプラグインが利用できます。
Plugin　directoryに公開されているOSSのPluginも導入可能です。
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PlaTT Base サービス詳細
【提供機能】
- マネージドBackstage
- GitHub認証を標準で提供
【前提条件】
Microsoft Azure（お客様環境にPlaTT Base環境をデプロイ）、GitHub
【サポート】
- PlaTT Baseに関連する事象について、平日10:00 - 17:00 （メール受付）で対応
- プログラムの定期アップデート・脆弱性/セキュリティパッチ対応

【価格・期間】
月額：￥200,000 

※初月のみ初期設定支援として￥200,000が追加で発生
※最低利用期間：6ヶ月間
※PlaTT Base動作にかかるMicrosoft Azure費用は別費用

OSS

「複数のプラットフォームやツールが乱立して、そろそろセルフサービス化のために、Backstageを導入してみたい」
「Backstageの効果を試してみたい」だけど、他で手いっぱいで技術を習熟する時間もない...といった課題を解決


